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CANー DOリストを翼E書するための「プロセスシートJの研覧
教科教育高度化分野 (14221ω19) 布川涼子
英語学習における生徒の学習到達同擦を，各学校の実態に応じて rCAN-DOリストJ
の形で具榊告に設定することが提言されて3年が経った。現場ではいまだに作成が進んで
いない学校も多い。または実際に指示されるがまま rCAN-DOリスト」を作成したも
のの，それを学校の実態に応じて見直し，授業改善に活用するところまで至っていない。
英語科教員が日常の授業の中で4技能の統合を意識し自らの授業改善に活かす手立てが必
要と考え， rCAN-DOリスト」のほかにプロセスシ}トの作成を検討しt-:.o
[キー ワー ド] CAN-DOリスト，プロセスシ}ト， 4技能の統合，授業改善
1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及E糟景
「聞くJr百舌すJr読むJr書くJの技能において
具体的な学習到達目標を示した rCAN-DOリ
ストJを，各中・高等学校において作成すること
が求められている。 rCAN-DOリスト」の作成
を通して，教師が自らの授業を振り返りB 指導の
み向性を改善することが可能となる。
しかし，学校現場では作成するにとどまり，文
部科学省が「各学校の実態に合わせて」としてい
る部分を軽親しがちである。また， CAN-DO 
リストを作成したものの，実態に合わなかった場
合どうするか，またリストがあったとしてもそれ
を日々の授業にどのように役立てていくか，とい
う実際の運営上の問題がいくつか予想される。そ
れらの問題を貴献.する方法に取り組むことにした。
(2)研究の目的と方法
実際の教育現場で rCAN-DOリストJを授
業や日常の英語教育に活かすために，まず学習者
の意識と教師の意識についてアンケートを実施
(山形市内Y中学校，山形県内N地区の中学校)
し生徒や学校の実態を明らかにする。その結果を
分析することで，形式的なものではなく，具体的
な生徒の姿を踏まえたCAN-DOリストの作成
につながると考える。さらに実際の授業=今振り返
り司改善，のPDCAサイクルによってCAN-
DOリストを生徒や学校の実態に沿うものにして
いく手立てが必要である。そのぷ法のーっとして
CAN-DOリストと年間指導計画とがリンクし，
日々の授業を展開していく上でどう進めていくか
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という，一種の工程表のようなものが必要なので
はないか，と考えた。その工程表を，ここでは「プ
ロセスシートJと呼ぶことにする。本研究は，そ
のプロセスシ」トの作成と実際の運用について，
考えていきたい。
2 先行研究の検討
(1) CAN-DOリストについて
文割熔}学省初等中等教育局が作成した「各中・
高等学校の外国語教育における WCAN-DOリ
スト』の形での学習到達目標設定のための手引き
(2013) Jによると， CAN-DOリストの目的に
は，主に以下の3つの項目があげられている。
①騨耐性従の指導と評価の改善に活用するこ
と。
② 4技能(聞く・話す・読む・書く)を総合的
に育成し，自らの考えを適切に伝える能力並
びに思考力・判断カ・表現カを養う指導につ
なげること。
③'1:徒と目標を共有することにより自律的学習
者として主体的に学習する態度を生徒が身に
つけること。
これまでの日本の中学校・高等学校の英語教育
の問題点として，授業の重点が入試などの春場鮒
策に置かれており，実際に英語を使ってどのよう
なことができるようになっているか，授業含通し
て可視化できないことがあげられる(工藤，2012)。
CAN-DOリストでは，各学校が地域や生徒
の実態に応じて具体的な目擦を設定することが求
められている。これは，到達目標とは，すべての
生徒に求められる，外国語能力を達成するための
ものだという考えからである。画一的なものでは
なく，大きな伸びが見られる生徒にも習熟に時間
がかかる生徒にも，それぞれの達成状況に対応で
きるものであるこ左も同様である。
(2) CAN-DOリストの作成にあたって
投野 (2012)はCAN-DOリストにはCD行為
(どういう内容について，何をする的②条件(ど
のような条件下で)③判定基準またはテキスト(ど
の程度上手にできればいいのか，またはどの程度
のテキストレベルを理解できればいいのか)とい
う要素を盛り込む必要があり，それらを汎用性の
ある簡潔な能力記述文で作成するべき，と指摘し
ている。
従来，英語科教師が目標として記載していた「不
定詞の名詞的用法がわかるIのような表現ではな
く，あくまでも実際に「英語を使って， 00がで
きる」という機能主義のゴールを設定することが
CAN-DOリストを作成することだと述べてい
る。
(3) CAN-DOリストを活用するために
長沼 (2008)は Can-do尺度は以下のように段
階的な導入が必要だと指摘している。
〔第一段階〕
授業にCan-do的視点を取り入れるために，い
くつかのスキルに絞って授業改善を行いなが
ら学習者にCan-do調査を行って検証する。
〔第二段階〕
Can-do段階の記述を，実際に授業内で行われ
ている学習タスクに応じて修正する。
〔第三段階〕
学習タスクと連動した評価タスクを作成し，能
力発達を客観的な基準に基づき実証する。
このような段階を踏むことで，授業者自身の意識
が変わり，自然な流れでのカリキュラム変革につ
ながると述べている。
(4)中学校の実践例
福島県内のH中学校では，文部科学省の委託を
受けて ICAN-DOリストを活用した授業の展
開」について研究を進め，今年度で3年目を迎え
た。 4技能のほかに， 1読むこと(音読:)Jという
項目を設けているのが特徴である。また， 1読むこ
と(内容理解)JではI12Owords程度の英文を4伽pm
のスピードで読み」というように具体的な数値を
目標に取り入れている。同じように「書くことj
でも3文以上， 4文以上， 5文以上という文言が
組み込まれている。また， H中学校では学習者に
とって意味のあるCAN-DOリストであるべき，
という考えから，ICAN-DO チェツクシー
ト」左いう自己青刊面カードが老師ヰ書のすべての単
元について作成され， 5段階でチェックする倣且
みが取り入れられている。しかし，郡市が自らの
授業を振り返り， 4技能の統合に向けた授業の改
善に活かすという目的のものとは異なっている。
3 実践と結果(明らかになったこと)
(1)アンケート調査の実施
4技能に対する生徒と教師の意識を調査する
ことで，生徒や学校の実態に応じた具体的目標を
組み込んだCAN-DOリストを作成できると考
え，山形市内Y中学校と山形県内N地域の中学校
6校でアンケートを実施した。
①生徒のアンケート結果
(11月"'-12月実聡有効回答数1524)
Q. 4技能のうち、つけたい力の「一番昌Jは?
????
???。
聞く 帽す :査む 書く
図1.生徒の4技能に対する意識
上記のグラフは，「4技能のうち，あなたがつ
けたいと，思うものを順に並べてください。」との問
いに，生徒が一番に選んだ技能を集計したもので
ある。
注目したいのは生徒がアウトプットの技能信百
す・書く)に意欲を持っていることである。現在
の中学生は小学校で外国語活動を経験しており，
Native Speaker(AL Tなど)に接する機会もあっ
た。しかし，外国語活動ではオ ラーノレ指導が中心
で， 1話すJ1聞く」の体験はあるものの，文字に
関わる学習「書く」活動は経験が浅い。それにも
かかわらず「書く」は「話す」に次いで2番目に
多く， 1聞くj力に意欲を示している生徒はそれよ
りも少ない。以上のことから，多くの中学生は英
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語を使って「表現する」ことに魅力を感じ，身に
つけた技能を使って英語で、「話し」たい， 1書き」
たい，としづ意識を持っていることがわかる。
②生徒と教師の意識の違い
英語科教師は14名中 12名が，生徒が「話すJ
技能を一番目に挙げると予想しており，生徒の「話
す」に対する意欲を実感しているとし、うことがう
かがえる。しかし，記述欄からはその「話す」力
を見取るための評価方法に課題があると考えてい
る教師が多いことも明らかになった。
一方で14名中 10名の教師が，生徒は「書くJ
技能を3番目か4番目に挙げると予想しており，
実際には生徒が「書く」力に「話す」に次いで高
い意欲を持っていることに気付いていなし、。教師
は生徒が「書く活動には消極的」または「苦手意
識を持っている」と考えており，生徒の意欲を引
き出しながら「書く」力を培わせるための指導に
困難を感じている。
また， 1自身の教科指導を 100とした場合， 4技
能をそれぞれどのような割合で、指導にあたってい
るか」との質問に 13割以上の時間をかけている」
と答えた技能は，生徒のアンケート結果と異なり，
「読む」が一番多かったO
(11月"'-'1月実施。有効回答数17)
図2. 4技能の指導の割合についての教師の意識
(2) CAN-DOリストの作成について
アンケートの結果をうけて，生徒のアウトプ
ットへの意欲を反映させるために， CAN-DO 
リストの「話すJ1書く」の項目に具体的な学習活
動をゴールの姿として明示した。また，音読テス
トにおいて学習者の音読の流暢さと正確さとの聞
には正の相関関係があり，音読を繰り返すことに
よって最終的にテキストを暗記してそれを正確に
唱えることは，スピーキングの前段階ともとらえ
られる(清水，2013)。その視点から4技能の他に
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「話す」を支える素地として「音読」とし、う項目
を加えた。なお，紙数上1学年の分のCAN-D
Oリストのみを掲載した。
英語科 学習到達目標(Canー DoList) 
聞く 話す (音読) 読む 書く
身の回りの事象に 身の回りの事象に 英文を書くときの
ついての初歩的な 初歩的な英語を用 英語と日本語の発 ついて初歩的な英 ルールlこ注意し
英語を聞いて、お いて、自分や身の 音の遭いを意識し 語で書かれた英文 て、初歩的な英語
おまかにその内容 回りのことについ ながら音観するこ を読んで内容をお を用いて自分や身
を理解することが て話すことができ とができる。 おまかに理解でき の回りのことにつ
できる。 る。 る。 いて書くことができる。
①友達の英語での ①レー簡ズ単をな用英い文ての自フ ①を、教自科分書一の人本で文音 ①簡単英語な手で書紙かやれ日た記 ①スペ回ー線スにや合符わ号せに、自己紹介を聞いて
1 理解できる。 分のことについて 読することができ の内容を理解する 気を付けて英文を
友達に話すことがる。 ことができる。 書くことができる。
千品品 ②IALTの質問を聞 できる。
年
いて、内容を理解 ②友達の身近な事 ②日本語と英語の ②自分の身近なこ
できる。 柄について英語で 発音の違いに気を とを英語で書くこと
質問することがで 付けながら英文を ができる。(日記、
きる。 読むことができる。 手紙)
③IALTの質問に
Yes/Noで答えるこ
とができる。
GOAL 
|fL自分自脱出| 「英文日記を書こう」
表 1. CAN-DOリスト
(3)プロセスシートの作成について
英語教師の中にはCAN-DOリストに対する
否定的な意見も多く， 1何のためにCAN-DOリ
ストを作成するのかJICAN-DOリストを実際
の授業でどのように活用できるのか」など，その
必要性に疑問を抱いている。実際，山形県内にお
いてCAN-DOリストは広まっていない。
このような王見伏でCAN-DOリストを学校に
導入するためには，具体的に日々の授業で活用で
きるための手立てとしてプロセスシートが必要と
考えた。プロセスシートには4技能の枠を設け，
主要な評価技能を。，準ずる技能をOで示すこと
とする。その後，指導が足りなかった技能を考察
し，それ以降の指導に改善を加えることができる
ようにする。そうすることで，教師自身が4技能
を意識した指導の在り方を自覚し，学習者の学び
を的確に捉え授業改善に生かすことができると考
える。
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表2. プロセスシート(中学校第1学年)
4 考察
1学掴網哀テスト
音量子スト@
/ 
冒岨Eテスト
官借テスト③
."'1田中関テスト
音量子スト@
Z学園剣家テスト
AマLンTス，テ守ス:7~ト-@ー
官官・テスト
/ 
圃岨E子えト
金唱隊第・Eテスト
育園宇スト⑤
ALT:パフォー
マシス，則。
膏曽テ')¥ト@
スピーチ
『自分町田~f.I:
~eJ 
/ 
これまでの経緯を踏まえ， CAN-DOりスト
とプロセスシートを作成する第一の目的は，授業
改善である。現状ではCAN-DOリストを作る
ことが目的になり，その活用まで到達できない。
そこでCAN-DOリストが目の前の学習者の学
びを的確に捉え，授業改善に生かせるものになる
よう，プロセスシートを作成した。
第二言語習得論によれば，言語習得はかなりの
部分がインプットを理解することによって起こる
(白井，2012)。しかし作成したプロセスシートでは
アウトプット(話す， 書く)の項目に割り当てら
れている時数がインプット(聞く，読む)に比べ
て多い。これは，生徒に学習活動で「スピーチす
る，英語で日記を書く」といったアウトプットの
必要性を感じさせることが学習に対する意欲づけ
になり，インプッ トにおける理解も深まると考え
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るからである。
しかし，インプットとアウトプットに割り当て
られた時数の差が， 4技能の習得にどのように影
響を示すか，今後丁寧に考察する必要がある。
5 到達点と課題
主に教師が生徒の指導と評価に活用するため
の fCAN-DOリスト」と第1学年用のプロセ
スシートを作成した。 CAN-DOリストは，今
後定期的な見直しが必要である。同じ学校の英語
科で実際にCAN-DOリストの内容を共有し，
1学年においては作成したプロセスシートを土台
に授業を実践していく。前年度までにどこまで力
をつけさせることができたのか，どこが足りなか
ったのかを複数の耕市で話し合い考察する。その
過程で指導について必要に応じて見直すことが重
要である。次に3学年分のプロセスシートの作成
とCAN-DOリストの更新を目指す。
また，耕市のアンケートからは「話すJr書く」
の技能において指導と評価に課題を感じているこ
とがわかった。そこで， 4技能を育成，評価する
ための実践を共有することについても研究を進め
ていきたい。
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